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古メガネ回収寄贈活動のご案内 

 

 寒冷の侯、貴クラブに於かれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、今期GST・FWT ではLCI フォワード「糖尿病、環境、小児がん、食糧支援、視力」の５項目から、

各クラブに相応しい新たなアクティビティを行って頂く様に会長会でもご説明して参りました。今回は視

力対策問題についてご案内申し上げます。 

  

 世界保健機関の推定で、1 億 2000 万人の方が未矯正の屈折異常の為に視力が損なわれています。屈折異

常は眼鏡、コンタクトレンズまたは矯正手術よって簡単に矯正出来ますが、こうした基本的なサービスを何

十万人もの方が受けられずにいます。 

  

 ライオンズクラブでは、「眼鏡リサイクル・プログラム」により、古メガネを回収してオーストラリア連

邦区クイーンズランド州のブリスベンにあるライオンズクラブのリサイクルセンターに送り、届いた眼鏡

のクオリティを 1 本 1 本チェックして遠視用・近視用・子供用・サングラスを分類検査洗浄再生して発展途

上国へ寄付をしています。検査に使われている検査機は全て日本製だそうです。  

  

 ライオンズクラブでは 1925 年の国際大会に於いてヘレン・ケラー女史の演説から視力弱者の方への奉仕

活動が始まりました。ケラー女史の「一人で出来ることは僅かでも、力を合わせればとても多くの事

が出来る」と言われた言葉があります。 

  

 既に古メガネ回収寄贈活動に取り組まれているクラブも御座いますが、是非今期から視力に関するアク

ティビティとして取組をお願い致します。 

  

 取組方法につきましては、各クラブ自由ですが、簡単な取組方法の参考例を次ページに記載しますので活

用してください。 
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取組方法参考 

有限会社シーサイドビジョンを利用する。 

※(有)シーサイドビジョンは、他地区のライオンズクラブ他、全国各地から古メガネを集め自費にてブリス

ベンのライオンズクラブリサイクルセンターに送って居ます。 

 

送り先    〒２９９－４３０１  千葉県長生郡一宮町一宮３１１７ 

            有限会社 シーサイドビジョン 岡田美保 様宛 

            ＴＥＬ：０４７５－４２－７３７５ 

              携帯：０９０－８８７２－６８０６ 

              Mail：miho@ssvision.jp 
 

荷送りの際の注意事項 

 

１．眼鏡・サングラスの種類や度数なども問題ありません。１本からでも大丈夫です。 

   

２．壊れ物ですので、クッション材等で包むか眼鏡ケースに入れて発送してください。 

 

３．眼鏡レンズが無いもの、ひびが入っているもの、フレームが壊れていたり、劣化しているもの、ネジが

取れているものは不可。（そのまま使用可能な物を） 

 

４．本数が少ない場合は郵便局の定形外郵便の利用がお得です。封が出来れば厚み制  限のないレターパ

ック(赤色）もお勧めします。 

  宅急便コンパクトなどＳＳサイズの送り方もあります 

 

５．(有)シーサイドビジョンまでの送料はご負担下さい。 

 

６．シーサイドビジョンさんからブリスベンへの発送は航空便を使用しており、費用が掛かりますので、任

意ですが航空便代のドネーションをお願い致します。 

  （2,000 円から 10,000 円程度。判断はお任せします１～２本は無料） 

  振込先 千葉銀行 一宮支店 普通預金 ２１３６２１６ 

          有限会社 シーサイドビジョン 代表取締役 岡田美保 

   

７．クラブの古眼鏡回収リサイクル寄贈事業として発送前に写真を撮りアクティビティ報告をしてくださ

い。 

 

※出来ましたら、ゾーン単位での纏めての取組をお願い致します。 

      お問い合わせ：GST 地区コーディネーターＬ御厨正敬 090－3217－4310 


